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研究成果の概要（和文）：母乳育児がストレス、産後うつ症状およびBonding障害に及ぼす影響について明らか
にすることを目的に、産後２週間健診、産後１か月検診、および産後母子クラス（産後３か月迄）に参加する授
乳中の母親を対象として、授乳場面で、以下のデータを横断的に収集した。１）授乳やうつ尺度、愛着に関する
質問紙調査の記入、２）唾液を授乳前・後に自己採取、３）心拍モニターで授乳 前・中・後の鎮静作用を測定
した。また、産後1か月時の授乳関連および心理社会的のどの要因が、産後3か月後の完全母乳栄養に関連するか
探索するため、母乳育児セルフエフィカシー得点、授乳後のストレスレベル、乳房トラブル等、縦断的にデータ
取集を行った。

研究成果の概要（英文）：To investigate the effects of breastfeeding on stress and postpartum 
depression. We examined breastfeeding women using the EPDS, the Perceived Stress Scale, and the 
Breastfeeding Self-Efficacy Scale, and measured the salivary cortisol levels before and after 
breastfeeding. There was a negative correlation between the duration of suckling and changes in 
salivary cortisol levels following breastfeeding. Salivary cortisol levels immediately following 
breastfeeding were significantly lower compared to mothers who used mixed feeding methods. 
Breastfeeding mothers had lower perceived stress than mothers using mixed feeding methods. There was
 no association between breastfeeding and postpartum depression; however, there was an association 
between postpartum depression and perceived stress. Salivary cortisol levels significantly decreased
 following breastfeeding, with longer suckling times with negative correlation. Breastfeeding 
reduced stress and increased breastfeeding self-efficacy.

研究分野： 母子保健
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研究成果の学術的意義や社会的意義
授乳時の乳頭刺激によって分泌されるオキシトシンは、ストレス反応の抑制と関係する。本研究で、ストレスホ
ルモンである唾液中コルチゾール値は、授乳中の乳首への吸啜時間が長いほど減少することが、初めて生理学的
に明らかにされた。母乳育児は知覚ストレスも減少させ、母乳育児への効力感を高めることが明らかにされた。
特に、母乳が主体の混合栄養群では，授乳後の唾液中コルチゾール値は有意に低下した。更に、母乳栄養の母親
は混合栄養の母親に比べ，知覚ストレスが低かった。オキシトシンはストレスの他、産後うつ病のリスクを軽減
させ、母親の児に対するBondingを強化する作用もあるため、母乳育児を推進する社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

授乳時の乳頭刺激によって分泌されるオキシトシンは、ストレス反応の抑制と関係し、ストレ

スホルモンであるコルチゾールが抑制される。また、妊娠中のオキシトシン値は産後うつと負の

相関があり、母乳育児やストレスや産後うつ病のリスクを軽減する可能性がある。オキシトシン

には、母親の児に対する愛情のこもった感情を表す Bonding を強化する作用もある。母乳育児が

産後うつ症状および Bonding 障害に及ぼす影響については、生理学的に検証されていない。そこ

で、本研究では、以下の３点を明らかにすることを目的とする。 
 
２．研究の目的 
(1) 母乳育児、母乳育児セルフエフィカシー、オキシトシン・コルチゾール・およびメラトニン

分泌と、産後うつ症状との関連を明らかにする。 

(2) 授乳方法(WHO の定義）とオキシトシン・コルチゾール分泌との関連を明らかにする。 

(3) 直接授乳によるストレス反応の抑制、および鎮静効果の有無を明らかにする。 

 
 
３．研究の方法 
＜調査１＞母乳育児がストレス、産後うつ症状および Bonding 障害に及ぼす影響について明

らかにするため 

方法：2018 年 8 月～2020 年 1月、栃木県内のクリニックにおいて、母子 1か月健診または産後

クラスに参加した母親 79名を対象に，無記名自記式質問紙調査を行った。調査項目は，基本属

性，エジンバラ産後うつ病質問票（EPDS），知覚ストレス（PSS-10），母乳育児セルフエフィカ

シー尺度（BSES），栄養法，1日の授乳状況，授乳に関する困難状況について情報収集した。同

時に，直接授乳の前・後に唾液 1.5 ㎖を流涎法で採取し，-80℃で冷凍保存した。倫理審査委員

会の承認を得て，対象者に研究の目的や方法などを説明し，文書で同意を得た。 

＜調査２＞完全母乳栄養率を増加させるべく、産後 1 か月時の授乳に関連した要因と心理社

会的要因に着目して、産後 3か月時の完全母乳栄養に関連する要因を明らかにするため 

方法：2017 年 2 月～2018 年 10 月、日本の大阪にある第二次医療機関で前向きコホート研究を

実施した。人口統計学的変数、授乳形態、授乳に関連した変数、心理社会的変数については、産

後 1か月時に質問紙を用いて調査した。また、産後 1か月時の授乳に関連したストレスレベルを

測定するために、日中の授乳前後の唾液中コルチゾール値を測定した。授乳形態は、産後 3か月

時にも調査した。産後 3か月時の完全母乳栄養に関連する要因を探索するために、多重ロジステ

ィック回帰分析を行った。 

 
４．研究成果 

＜調査１＞直接授乳時間（吸啜時間）は平均 16.5±7.0 分で，唾液中コルチゾール値の授乳

前後の変化量と直接授乳時間とに有意な負の相関がみられた（rs=-0.333 p<0.05）。母乳が主体

の混合栄養群では，授乳後の唾液中コルチゾール値は有意に低下した（Wilcoxon Signed-Rank 

Test：ｐ＜0.01）。PSS-10 得点を従属変数とした重回帰分析の結果，母乳栄養の母親は混合栄

養の母親に比べ，知覚ストレスが低かった（β＝－0.260，p<0.05）。本研究では産後うつ傾向

と栄養法との関連はみられなかった。 



結論として，授乳中の乳首の吸啜時間が長いほど、ストレスホルモンである唾液中コルチゾー

ル値が低下することが本研究で初めて生理学的に明らかにされた。母乳育児は知覚ストレスも

減少させ、母乳育児への効力感を高めることが明らかにされた。（文献１） 

一方、産後２週間健診時に、混合栄養の母親は母乳栄養の母親よりも EPDS 得点が有意に高か

った（p<0.05）。産後 2週間健診時に、混合栄養であった母親のうち、その後、母乳栄養に移行

した母親は混合栄養の母親よりも母乳育児自己効力感が有意に高かった（p<0.05）。（文献２） 

 

＜調査２＞104 名の研究対象者のうち、61名が産後 3か月時に完全母乳栄養であった。産後 3

か月時の完全母乳栄養に有意に関連する要因は、経産婦（調整オッズ比（AOR）＝11.13、95%信

頼区間（95%CL）=2.08-59.59）、大卒以上（AOR =5.25、95%CL =1.04-26.53）、産後 6か月までに

職場復帰予定がない（AOR =0.02、95%CL =0.00-0.46）、産後1か月時の完全母乳栄養（AOR =42.84、

95%CL =6.05-303-52）、産後 1か月時のより高い母乳育児セルフエフィカシー得点（AOR =1.07、

95%CL =1.00-1.14）であった。初経産別では、初産婦では産後 1か月時の完全母乳栄養と授乳後

のコルチゾール値が低いことが、産後 3か月時の完全母乳栄養に関連していた。経産婦では、授

乳後にコルチゾール値が低くなること、母乳育児セルフエフィカシー得点が高いこと、乳房トラ

ブルがないことが産後 3か月時の完全母乳栄養に関連していた。 

結論として、授乳後のストレスレベル、母乳育児セルフエフィカシー、乳房トラブルの有無は、

後の完全母乳栄養実施の修正可能な関連要因である。授乳に関連したストレスを減らすための

アプローチ、母乳育児セルフエフィカシーを向上させるアプローチ、授乳中の乳房トラブルを予

防するアプローチが、完全母乳栄養を増加させるために有効であるか否かを検証するためのさ

らなる研究が必要である。（文献３） 
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